
5､ 6年前からイルミネーションを行って

いましたが､昨年は賞をいただいた影響か､

町外からも大勢の方が見学に来られ驚きまし

た｡今年は｢光のお花畑｣をテーマに作品を

作りました｡

皆さんに喜んでいただき､さらに地域の活

性化にも繋がるのは嬉しいことですねo

冬の澄んだ夜､

と輝くイルミネーションに思わず見入った方も多いこ

とでしょう｡

町の新たな冬の風物詩｢松田･きらきらフェスタ｣

は町､商工振興会､観光協会が連携し､ ｢松田山から

の素晴らしい景観を活かした､明るく華やかなイルミ

ネーションで町を活性化しよう｣と始まり3年目を迎

えました｡好評だった駅周辺､商店街や住宅地､西平

畑公園など町内全域でのイルミネーションはさらに広

がっています｡西平畑公園では､散策路から公園一帯､

ハーブガーデンに1 5万球の電飾を飾り付けました｡

★期　間12月1日(木)～26日(局) ※雨天中止

★点灯時間17:00-21:00

(金･土･祝祭日､ 25日のみ22:00まで)

★場　所　西平畑公園(子どもの館､ハーブ舘な

ど) ､商店街､一般住宅など町内全域
･ハーブ館売店　9 :00-21:00

L,ストラン17:00-21 :00

(土･日は10:00-21 :00､予約も受付中)

iイベント会場での出店　甘酒､豚汁の販売など

【問合せ】松田山ハ-ブ館　召F85-1 1 77

今年も｢松田･きらきらフェスタ｣の一環として､

観光協会･商工振興会主催｢まつだ･きらきらコンク
ール｣を開催します｡これは､一般住宅の部､商店･

企業等の部で審査を行い､優秀なイルミネーション作

品を表彰するものです｡応募作品は､ ｢松田･きらき

らフェスタ｣期間中イルミネーションの点灯を行って

います｡どなたでも見学可能ですので､創意溢れるイ

ルミネーション作品を巡ってみてはいかがでしょうかo 昨年度最優秀賞(一般住宅の部1日本邸)

子どもが幼稚園生の時､その飾り付けを大変喜んだこ

とがきっかけでイルミネーションを始めました｡近所の

方も毎年楽しみにしてくれ､気付けば8年間続いてきた

という感じです｡

今年も私たち自身､このフェスタ期間を楽しみたいと
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し

平成1 6年度の決算公表番外編として､私たちの身近なサービスに

かかる住民1人当たりの費用､キーワードでみる町のお財布事情等､

違った視点から決算を考えてみましょう｡

【担当】企画財政課財政班　怒83-1 222

脇/i-b･b･っ,fL｡eW
(民生費･衛生費)

住民1人当たり70,1 32円

(昨年度比+7, 1 88円)

高齢者･障害者･児童福祉にかかった費用や住民検診など

の保健事業にかかった費用です｡この他にも､特別会計にな

りますが､国民健康保険では被保険者1人あたり291,898円､

老人保健では被保険者1人当たり565,786円の医療費を支払っ

たことになります｡

町の貯金(基金)の総額は､
13億3,927万円で､昨年と比べると1億

2,869万円の減額となりました｡この町

の貯金は､庁舎建設のような特定の目的

のために積み立てるものと､後年度の歳

入不足を補うための財政調整基金などが

ありますo

平成16年度では､新たに庁舎建設基金

を約1億円取り崩しました｡

介護保険財政調整基金寄簡易水道事業運営基金

住民1人当た｡にすると- 1 05,604円

At a /i-かかっ,fL-iW (公園費)

住民1人当たり3,658円
(昨年度比+41 8円)

西平畑公園進入路改良工事や11か所の公園の維持管理にか

かった費用です｡ただし､西平畑公園内にある各施設(ハー

ブ館､ハーブガーデン､子どもの館､ふるさと鉄道)の費用

は含まれません.町で管理する公園面積は196,198m2あり､住

民1人当たり15m2となります.

※公園面積には､借地､河川区域の公園も含みます｡

町の借会(町債)の細は､
63億8,951万円で､昨年と比べると1億

1,362万円増額となりました｡平成16年

度では､減税補てん債や臨時財政対策債

(地方交付税の一部振替) ､庁舎建設事

業債により3億5,740万円､平成7 ･ 8

年度に借り入れた減税補てん使をより利

率の低い町倭に借り替えた3億2,270万

円､下水道整備のための7,460万円を借

り入れました｡

住民1人当た｡にすると-503,825円

※減税補てん億､臨時財政対策債 

国の政策により借り入れを余儀なくされた借金.これらの返済は､将来の財政運営亡と支障が生じることのないよう､地方交付税で措置されま 

すoまた､松田町の公債費負担比率(一般財源に占める借金の返済金割合)は､県下で5番目､上郡では2番目に低い比率となつてい串す〇､ 
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お財布事情

財政の弾力性
経常収支比率-88.7%

財政の弾力性を示すのが｢経常収支比率｣です｡職員の給与などの人

件費､福祉･医療にかかる費用である扶助費､過去の借金の返済にかか

る費用である公債費など､毎年決まって必要となるお金の割合を示して

います｡この数値が低いほど財政運営にゆとりがあるといえます｡

全国平均86.7%､県平均86.9%となっています｡

平成1 7年度予算と収入収支状況

町の財政力
財政力指数･･･0.7 1 9

この数値は､町の財政の力を示すもので､標準的な行政サービスを撹

供するのに必要な経費と､町税など一般財源収入の割合を表しています｡

この数値が高いほど自主性が高い自治体とされ､ 1を超えると国から地

方交付税をもらわずに行政サービスを行える団体となります｡全国平均

0.43､県平均0.937となっています｡

町の財政運営
公債費負担比率-6.9%

借金(町債)が､町の財政運営に及ぼす影響度を表すものです｡町の

借金を返済する公債費が一般財源に占める割合を示しており､この数値　＼-

が高いほど財政運営を圧迫することになります｡ 15%を超えると警戒ラ

イン､ 20%を超える′と危険ラインといわれており､全国平均17.9%､県

平均11.3%となっています｡

会ト計､別 剴柾於¥算額 竸)�9uﾈ螽ｧ｢�予算現額′ 假ｹ?ﾉ-�ｧ｢�支出清廉 

⊥鰐..会計 �486,000 澱ﾃ�澱�492,096 ��コﾃSc��156,932 

特別会計 �347,169 途ﾃSSb�354,725 售�C�ﾃSィ�141,074 

国民健康保険■ 涛2ﾃs���1,985 涛RﾃssR�41,149 鼎Bﾃ�S��

国民健康保険診療所 唐ﾃ3ビ�51 唐ﾃC3��3,940 �2ﾃC�"�

老人保健 涛bﾃ#���1,974 涛づ�ィ�41,317 �3津s���

上水道 �#Rﾃツ��1,340 �#rﾃ#���7,662 澱ﾃc途�

寄簡易水道 �"ﾃ����510 �2ﾃC#��1,477 涛�R�

下水道 鼎Rﾃ3���1,315 鼎bﾃc32�21,750 ��bﾃc3��

介護保険 田bﾃ�ヲ�219 田bﾃC���22,170 �#bﾃゴ2�

西平畑公園 唐ﾃC澱�162 唐ﾃcS��2,119 �"ﾃSS��

令.計 �833,169 偵�2ﾃcS"�846,821 ���3#rﾃ�CR�298,006 

町有財産の状況
区分 �ｨｯ��ﾙkﾉ9��土地 佶ｩZ��-内訳′ 

庁舎 �2ﾃss"�1,326 �*�����ﾌ��

行救財産 乂xﾕ｢�50,558 �#BﾃcsR�小学校.中学校.幼稚固.学校プール 
町営住宅 免ﾂﾃ��R�4,222 �(y*ﾈ夐*ﾈ�8���-�*��

公園 �3BﾃcCB�832 �(hｭｸ髯;hﾏh����ﾉ[ﾙJ委h��-�*��

その他の施設 �#bﾃ3�"�14,519 �*ﾉj�h嶌5ｨ985��ｲ靄(ﾔ餾�85ｨ985��ｲ�Y*ﾉ�ﾈ支ｭ定髯;hｭ帝f胃���ﾌ�-�*��

並通財産 ���&�9��ll,980 ��#��寄字62番4383-4ほか 
t:ヨ′へ 伜)}�靈Inﾂ�1,777,428 辻�松田惣領字立山3032-1ほか 

基金の状況 単位●万円

■-区分 侏ｸﾝﾘﾘ"�

財政調整基金 鉄"ﾃC3��

庁舎建設基金 鉄rﾃ�3"�

減債基金 免ﾂﾃcs��

国民健康保険財政調整基金 塔r�

国民健康保険診療所財政調整基金 澱ﾃ3�b�

寄簡易水道事業運営基金 釘ﾃCcb�

介護保険財政調整基金 ��ﾃ����

合計 蔦�32ﾃ�#r�
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関東の富士貝1
｢西平Ⅷ公園｣か

景観bSI選ばれる

広報　5フf_i:'

国土交通省関東地方整備局では､このたび関東の富士見百景選定

委員会(山梨大学大学院教授　花岡利幸委員長)において｢関東の

富士見百景｣を選定しました｡

その結果､西平畑公園からの景観が､第2次選定78景のひとつに

選ばれました｡

【聞合せ】企画財政課　℡83-1222

☆参加者要請の連絡

㊥製作者がエキス

とした際､その都度参加要請の

連絡をします｡

●あしがちをロケ地として映画
･テレビ等の撮影の有無､それ

に関する情事馴こついての問合せ

にはお答えできません｡

○エキストラ等として参加をお

願いした場合であっても､その

作品に関する情報(ロケスケジ

ュール､キャストを含む撮影ス

タッフに関する情報など)につ

いての問合せにはお答えできま

せん｡

☆参加にあたっての注意事項

●ボランティアとしての活動と

なるため､交通費･謝礼金等は

原則としてお支払いしませんo

⑳撮影中の事故や行き帰りの事

故等について､ FCあしがらは責

任を負いかねます｡ (ただし､

映画等の制作にともない､出演

される方に限り制作会社が加入

する保険に加入することになり

ます)

●撮影スケジュールは､急速変

更になる場合がありますので､

あらかじめご了承ください｡

Cおしがらエキストラ募
撮影に協力していただける

サポーターを募集!
フイルムコミッションあしがら(FCあしがら)は､足柄上

地域での映画･テレビ等の撮影を積極的に誘致し､ロケ支援
･映像を通じて足柄の魅力を全国にPRしていこうとの目的

で､昨年5月に足柄上地域(1市5町)を対象に広域事業と

して設立されました｡

すでに60本以上の撮影が行われ､制作会社よりエキストラ

出演依頼も多く寄せられるようになってきたため､撮影時に

エキストラとして出演してくれるボランティアを一般公募し､

登録制により撮影状況に合わせた紹介を行っていきます｡

あなたもエキストラとして､映画やドラマ等に出演してみ

ホームページの問合せページ､電話､fAX､メールにて連絡を

◆フイルムコミッションあしがら事務局(南足柄市役所内)

〒250-0192　神奈川県南足柄市関本440

℡7214511 (直通)　　fAX7011077

Eメールアドレスinfo@fc-ashlgara.con

FCあしがらホームページ　http:〟www･fc-ashlgara.COm

No.486 (4)

☆登録方法
パソコンから(ホームページから)

http://www.fc-ashigara.com

携帯電話から

(下記アドレスまで空メールを送信いた

だくと､折り返し仮登録の案内がメール

で届きます)

トfcashigara@S6.bEaynJ'p

※内容に同意いただける場合のみ

登録をお願いします｡
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さ
れ
ま
し
た
｡
関

東
1
都
8
県
の
自
治
体
や
個
人
､

市
民
団
体
か
ら
1
3
7
件
も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
｡

環
境
や
デ
ザ
イ
ン
'
観
光
等

の
有
識
者
か
ら
な
る
選
定
委
員

会
で
は
'
富
士
山
の
見
え
方
'

観
光
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の

展
開
の
可
能
性
な
ど
'
隣
接
地

域
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
へ
　
富

士
山
を
意
識
し
た
市
民
活
動
状

況
の
評
価
な
ど
を
加
え
'
現
地

視
察
の
う
え
厳
正
な
審
査
が
行

わ
れ
'
第
二
次
募
集
の
結
果
と

し
て
7
8
景
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
｡

町
で
は
､
今
後
富
士
見
1
0

0
選
に
も
選
ば
れ
た
素
晴
ら
し

い
景
観
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
｡
現

在
'
狭
小
で
す
れ
違
い
の
出
来

な
い
公
園
進
入
路
に
つ
い
て
は
'

平
成
1
 
8
年
ま
で
に
拡
幅
工
事
を

進
め
､
安
全
で
快
適
に
通
行
で

き
る
よ
う
整
備
中
で
す
o

ま
た
'
平
成
2
1
年
に
町
制
施

行
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
､

同
公
園
内
で
も
記
念
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
｡

選
定
を
契
機
に
'
さ
ら
に
多
く

の
皆
さ
ん
に
町
を
p
R
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
｡

素
晴
ら
し
い

景
観
を
活
用
し

選
定
箇
所
の
ひ
と
つ
に
､
西

平
畑
公
園
か
ら
の
景
観
が
選
ば

れ
ま
し
た
｡
公
園
か
ら
の
眺
望

は
､
富
士
山
を
は
じ
め
箱
根
外

輪
山
'
酒
匂
川
を
中
心
と
し
た

足
柄
平
野
や
相
模
湾
ま
で
が
一

望
で
き
'
後
世
に
残
し
て
い
き

た
い
貴
重
な
景
観
資
源
で
あ
る

と
共
に
'
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
桜
ま
つ
り
な
ど
の
各
種
催
し

の
会
場
に
な
る
な
ど
､
そ
の
景

観
を
活
か
し
た
観
光
資
源
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
｡
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
認
め
ら
れ
'
今
回

の
選
定
に
至
っ
た
も
の
で
す
｡

選
定
委
員
か
ら
は
'
｢
富
士

山
と
四
季
折
々
の
花
(
ハ
ー
ブ
'

桜
)
　
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
展
開

に
期
待
し
た
い
｣
　
と
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
｡
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自分らしJさと(3?
性別にとらわれず､ひとりの人間としてそれぞれの個性や能力を活かすことのでき

る社会を目指す､男女共同参画社会の実現は重要な課題です｡

今年8月､開成町の町立幼稚園で教育実習を行った男子学生を取材しました｡彼は､

町内に住む田中明朗さん｡教育学を専攻している大学生で､ ｢子どもと関わる仕事が

したい｣と幼稚園教諭を目指していました｡現代の若者の持つ｢男らしさ､女らしさ｣

に対する感覚や職業意識を､皆さんはどう感じたでしょうか｡あなた自身が描く｢男

らしさ､女らしさ｣について考えてみま

せんか｡

【問合せ】企画財政課　恐83-1222

会の実現を目指して
諭を目指す男子学生

松田小学校が平成17年度県最優秀健康推進校に

文化財保護ポスターが

優秀賞に
～寄中2年･小島　なぎささん

▲委員会では､児童集会でかぜの予防について低学年の児童

にも関心を持ってもらえるよう｢ドラえもんのベーブサート

で保健劇｣を発表するなど､精力的な活動を行ってきました｡ l

/

▲ ｢徹密な点描と同系色のグラデーションでとら

え､和やかな日の光が大仏全体に降り注いでいる

よう｡視点がおもしろく､量感ある作品｣との審

査員評を受けた小島さんのポスター｡

..17

-
教
育
学
専
攻
と
い
う
こ
と
で
幼
稚
園
や
小
学
校
で
の

実
習
が
課
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
'
田
中
さ
ん
の
よ

う
に
､
幼
稚
園
実
習
を
希
望
し
た
男
子
学
生
は
何
名
く

ら
い
い
た
の
で
す
か
｡

｢
大
学
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
8
0
名
は
ど
い
る
の
で
す
が
'

男
子
学
生
で
幼
稚
園
実
習
を
希
望
し
た
人
は
私
を
含
め

2
名
で
し
た
｡
｣

-
｢
幼
稚
園
｣
と
い
う
と
女
性
教
諭
の
多
い
職
場
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
､
職
業
と
し
て
希
望
す
る

時
､
意
識
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
｡

｢
以
前
か
ら
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う

希
望
が
あ
っ
た
の
で
'
『
男
だ
か
ら
』
と
い
う
理
由
で
'

幼
稚
園
教
諭
を
志
望
す
る
･
し
な
い
を
意
識
す
る
こ
と

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
｣

-
実
際
の
実
習
で
は
､
男
子
学
生
は
一
人
だ
っ
た
そ
う

で
す
ね
｡
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
｡

｢
実
習
先
で
働
い
て
い
る
先
生
は
'
確
か
に
女
性
の
方

ば
か
り
で
し
た
｡
し
か
し
'
私
が
実
習
に
行
っ
た
際
'

子
ど
も
た
ち
は
変
わ
ら
ず
に
接
し
て
く
れ
､
と
て
も
楽

し
く
充
実
し
た
実
習
期
間
に
な
り
ま
し
た
｡
｣

-
日
ご
ろ
の
生
活
や
職
業
選
択
を
す
る
時
､
｢
男
ら
し

さ
｣
　
｢
女
ら
し
さ
｣
　
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
｡

｢
私
た
ち
世
代
は
､
小
さ
な
頃
か
ら
男
女
の
区
別
な
く

過
ご
し
て
き
た
の
で
'
『
男
だ
か
ら
』
　
『
女
だ
か
ら
』

と
'
あ
ま
り
意
識
し
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

将
来
の
夢
や
職
業
選
択
を
考
え
る
時
も
'
性
別
に
と

ら
わ
れ
ず
､
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
｡
｣

●
受
け
入
れ
側
の
幼
稚
園
に
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
｡

1
男
子
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
か
が
で
し
た
か
｡

｢
幼
稚
園
に
は
､
園
長
以
外
は
女
性
教
諭
し
か
い
な
い

の
で
'
若
く
活
力
溢
れ
る
田
中
君
は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
『
憧
れ
の
お
兄
さ
ん
』
で
'
大
い
に
刺
激
を
受
け

た
よ
う
で
す
｡
一
緒
に
走
っ
た
り
､
遊
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
と
て
も
楽
し
い
様
子
で
し
た
o
　
男
性
･
女
性
と
い

う
よ
り
'
本
人
の
人
柄
･
や
る
気
･
適
性
が
何
よ
り
大

切
な
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
｡
｣

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
'
｢
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
｣

が
自
然
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
若
者
世
代
｡
真
の
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
'
私
た
ち
大
人
が
学

ぶ
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

/一

1
 
1
月
9
日
　
(
水
)
'
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
　
｢
第
5
回
神
奈
川
県
学
校
健
康
教
育

研
究
大
会
｣
　
で
､
町
立
松
田
小
学
校
が
｢
平
成
1
 
7
年

度
神
奈
川
県
最
優
秀
健
康
推
進
学
校
｣
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
｡

こ
れ
は
'
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
健
康
問
題
を

解
決
し
て
い
く
資
質
や
能
力
を
身
に
付
け
'
生
涯
を

通
じ
て
'
健
康
･
安
全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
'
学
校
健
康
教
育

の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
学
校
等
を
表
彰
す
る
も
の

で
'
今
回
'
県
内
小
学
校
の
中
か
ら
1
校
の
み
が
選

ば
れ
る
最
優
秀
健
康
推
進
校
に
松
田
小
学
校
が
選
ば

れ
ま
し
た
｡

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で
も
'
学
校
保
健
委

員
会
｢
す
く
す
く
委
員
会
｣
　
活
動
で
　
｢
登
下
校
の
安

全
に
向
け
た
学
校
･
家
庭
･
地
域
の
連
携
｣
　
を
効
果

的
に
進
め
る
方
策
を
検
討
す
る
と
共
に
'
学
校
警
備

員
の
配
置
な
ど
'
校
内
で
の
児
童
の
安
全
指
導
'
家
庭

へ
の
啓
発
､
教
育
委
員
会
･
警
察
･
p
T
A
等
の
組

織
と
の
連
携
を
深
め
'
児
童
の
安
全
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
点
'
健
康
相
談
に
力
を
入
れ
､
児

1
 
1
月
3
日
(
木
･
祝
)
へ
　
県
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
　
｢
平
成
1
 
7
年
度
第
3
4
回
文
化
財
保
護
ポ
ス
タ
ー
｣

で
'
寄
中
学
校
2
年
生
の
小
島
な
ぎ
さ
さ
ん
の
作
品

が
見
事
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
｡

文
化
財
保
護
ポ
ス
タ
ー
は
'
子
ど
も
た
ち
に
身
近

な
文
化
財
に
親
し
み
'
文
化
財
を
守
る
心
や
豊
か
な

感
性
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
中
学
生
を
対
象
に

募
集
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
｡
今
回
4
9
3
点
に
の

ぼ
る
応
募
作
品
の
中
か
ら
､
最
優
秀
作
晶
に
続
く
優

秀
賞
5
点
の
ひ
と
つ
に
小
島
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
｡

童
の
心
身
の
健
康
状
態
に
よ
り
き
め
細
か

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
へ
　
学
校
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
'
学
校
医
'
専
門
機
関
と

連
携
し
て
の
相
談
体
制
が
作
ら
れ
て
い
る

点
等
が
評
価
さ
れ
'
今
回
の
結
果
に
結
び

小
島
さ
ん
は
絵
が
好
き
な
お
母
さ
ん
の
影
響

も
あ
り
'
小
さ
な
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
大

好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
｡
応
募
作
品
は
'
夏
休

み
に
2
週
間
を
か
け
て
仕
上
げ
た
力
作
で
す
｡

｢
大
変
だ
っ
た
所
は
'
ペ
ン
と
絵
の
具
を
使

い
全
て
を
点
で
描
い
た
点
描
画
で
あ
る
と
こ
ろ

で
す
｡
茨
城
県
の
牛
久
大
仏
を
モ
デ
ル
に
'
そ

の
ど
っ
し
り
と
し
た
感
じ
を
表
現
す
る
た
め
に

下
か
ら
見
上
げ
た
構
図
に
す
る
な
ど
工
夫
し
ま

し
た
｡
｣
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
｡
絵
を
描
く

こ
と
が
'
と
に
か
く
好
き
と
い
う
気
持
ち
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
小
島
さ
ん
｡
こ
れ
か

ら
も
素
敵
な
作
品
を
た
く
さ
ん
描
い
て
く
だ
さ

い
ね
｡
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こ
の
よ
う
な
財
源
不
足
を
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
補
う
額
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
｡
繰
入
金
で
制
限
な
く
対
応
す
る

こ
と
は
､
国
保
特
別
会
計
の
制
度
か
ら
み

て
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
｡
健
全
な
国
保

財
政
を
運
営
す
る
た
め
に
は
'
適
正
な
受

益
者
負
担
の
考
え
に
た
っ
て
'
保
険
税
収

入
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
｡

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
際
､
誰
も
が
安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
'
全
て
の
国

民
は
公
的
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
を
　
｢
国
民
皆

保
険
制
度
｣
　
と
い
い
ま
す
｡

公
的
医
療
保
険
に
は
'
会
社
員
が
加
入
す
る
　
｢
健
康
保
険
｣
'
公
務
員
が
加
入
す
る
　
｢
各

種
共
済
｣
'
ま
た
自
営
業
や
無
職
の
方
な
ど
が
加
入
す
る
　
｢
国
民
健
康
保
険
　
(
国
保
)
　
｣

が
あ
り
ま
す
｡
し
か
し
'
近
年
の
急
速
な
高
齢
化
と
医
療
技
術
の
発
展
に
よ
り
医
療
費
が

増
大
し
'
ど
の
医
療
保
険
も
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
｡

今
回
は
､
町
が
運
営
す
る
　
｢
国
民
健
康
保
険
｣
　
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

【
問
合
せ
】
　
町
民
環
境
課
国
保
年
金
班
　
℡
8
3
-
1
2
2
5

医
療
費
の
増
加
に
歯
止
め
を

こ
と
最
近
の
保
険
税
と
医
療
費
の
推
移

を
表
し
て
い
る
の
が
'
左
記
の
グ
ラ
フ
で

す
｡

平
成
1
 
6
年
度
の
1
人
当
た
り
の
保
険
税

は
9
万
5
3
0
円
で
'
平
成
1
 
3
年
度
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
に

対
し
'
1
人
当
た
り
の
医
療
費
は
2
9
万
1
,

8
9
8
円
で
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
｡
今

後
も
医
療
費
が
増
え
続
け
'
国
保
財
政
'

ひ
い
て
は
町
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
｡
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改

善
し
て
い
く
た
め
に
は
､
一
人
ひ
と
り
が

自
身
の
健
康
管
理
に
気
を
付
け
へ
　
病
気
を

防
ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
｡

①
複
数
の
病
院
で
重
複
受
診
し
な
い
｡

②
定
期
健
診
を
受
け
､
早
期
発
見
･
早
期

治
療
を
心
が
け
る
｡

③
医
師
を
信
頼
し
指
示
を
受
け
る
と
共
に
､

不
安
や
疑
問
を
尋
ね
る
｡

④
家
庭
医
を
持
つ
｡

以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
無
駄
の
な
い
治

療
な
ど
を
受
け
'
医
療
費
の
節
約
に
努
め

ま
し
ょ
う
o

知
っ
て
い
ま
す
か
?
国
保
の
仕
組
み

皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
等
で
医
療
機
関

を
利
用
し
た
時
'
実
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
総
額
の
3
割
　
(
高
齢
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
は
1
割
'
ま
た
は
2
割
)
　
を
支
払

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
｡
こ
れ
を
一
部

負
担
金
と
い
い
へ
　
残
り
の
7
割
　
(
ま
た
は

8
㌧
　
9
割
)
　
は
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し

て
い
ま
す
｡

国
保
事
業
は
'
町
の
事
業
の
中
で
独
立

し
た
事
業
と
し
て
'
一
般
会
計
と
分
け
て

特
別
会
計
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
｡
保

険
税
や
負
担
金
な
ど
が
主
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
が
へ
　
そ
れ
だ
け
で
は
補
い
き
れ

ま
せ
ん
｡
そ
の
た
め
'
不
足
分
は
国
保
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
'
町
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
補
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
｡

緊
急
事
態
･
喝
の
国
保
財
政
の
状
況

年
々
大
幅
に
増
加
す
る
医
療
費
に
対
し
'

皆
さ
ん
の
前
年
の
所
得
や
資
産
'
人
数
な

ど
を
基
に
税
額
が
決
ま
る
保
険
税
は
'
景

気
の
低
迷
な
ど
に
よ
る
個
人
所
得
の
鈍
化

に
よ
り
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

平
成
1
6
年
度
の
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
収
支
は
'
保
険
給
付
費
等
を

補
う
保
険
税
収
入
が
全
体
の
3
6
.
2
4
%
､

国
庫
支
出
金
等
が
4
9
.
1
 
6
%
と
な
っ
て
い
ま

す
｡
残
り
の
1
4
.
6
0
%
は
'
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
と
国
保
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政

調
整
基
金
で
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
o

そ
の
う
ち
'
国
の
制
度
に
よ
り
繰
り
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
除
い
た
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
'
約
5
ー
4
0
0
万

円
で
す
｡
ま
た
'
財
政
調
整
基
金
も
約
4
,

0
0
0
万
円
取
り
崩
し
て
い
ま
す
｡

度年6成平磨年5成辛

県
で
は
､
｢
県
政
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
'
県
の
仕

事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
-
卜
に
参
加
し
た
い
｣
と
お
考
え
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡

[
対
　
象
]
　
県
内
在
住
で
'
平
成
1
 
8
年
4
月
1
日
現
在
'
満

2
0
歳
以
上
で
年
間
を
通
じ
て
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
が
で
き

る
方
｡
(
日
本
語
の
で
き
る
外
国
籍
の
方
を
含
み
ま
す
｡
)

た
だ
し
'
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
常
勤
の
公
務
員
'

公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ
る
方
､
平
成
1
 
6
･
1
 
7
年
度
の

県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
｡

【
定
員
と
コ
ー
ス
]

4
0
0
人
　
(
郵
送
コ
ー
ス
2
0
0
人
･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ

ー
ス
2
0
0
人
)

[
任
　
期
]
　
平
成
1
 
8
年
4
月
か
ら
平
成
1
 
9
年
3
月
末
日
ま
で
｡

[
活
動
内
容
]

①
県
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
　
(
年
6
回

程
度
)

②
会
議
へ
の
出
席
　
(
年
2
回
程
度
､
都
合
の
つ
く
範
囲
)

③
そ
の
他
県
政
に
関
す
る
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
募
集

へ
の
協
力
　
(
必
要
の
都
度
)

④
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
　
(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー

ス
の
み
①
～
③
に
加
え
年
2
回
程
度
)

[
謝
　
礼
]
　
1
年
間
の
活
動
に
対
し
て
記
念
品
　
(
図
書
カ
ー

ド
)
　
を
お
送
り
し
ま
す
｡
(
活
動
に
対
す
る
報
酬
･
交
通
費

の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
)

[
募
集
期
限
]
平
成
1
 
8
年
1
月
3
 
1
日
(
火
)

[
応
募
用
紙
･
要
項
]

県
庁
'
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
川
崎
県
民
セ
ン

タ
ー
'
各
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
の
県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
'

役
場
窓
口
な
ど
に
用
紙
を
置
い
て
あ
り
ま
す
o

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
｡

h
t
t
p
:
N
w
w
w
.
p
r
e
f
.
k
a
n
a
g
a
w
a
.
J
p
J
o
s
i
r
a
s
e
J

k
o
h
o
k
e
n
m
i
n
J
s
h
u
m
o
n
t
J
i
n
d
e
x
8
1
h
t
m
)

[
聞
合
せ
]

神
奈
川
県
県
民
部
広
報
県
民
課
　
集
会
･
モ
ニ
タ
ー
班

直

通

0

4

5

　

(

2

1

0

)

　

3

6

6

9

足
柄
上
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
県
民
課

℡
(
8
3
)
　
5
1
1
1
　
(
代
表
)
　
内
線
2
4
3
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図書館
だより

上巻痔堰き襲照
館　時　間　9:30-17:00

館　　日　毎週月曜日､8日､20日､28日～

はな　し会　　6日､13日､27日の火曜日

冬の特別おはなしかい22日(木)

寄出張所図書館　月～金曜日13:30-16:00

図書館の本もリクエストして借りることができま

す｡貸出期間､冊数は図書館の規則と同じ2週間､

5冊まで｡

烹潔を蘇各煮立
一　般　書

｢プ-さんの鼻｣　　　　　　　　　　　　俵万智

｢告白｣　　　　チャールズ･ R ･ジェンキンス

｢大人の脳の鍛え方｣

｢魔王｣

｢新リア王｣上･下

｢恋せども､愛せども｣

｢にぎやかな天地｣上･下

｢レッスン｣

｢沼地のある森を抜けて｣

｢その人､独身?｣

項泰郎狭軌
｢きみの友だち｣

重松　清　書

特別な他人それは友達｡痛み

と喪失を経験して｢友だち｣の

意味がわかった｡

児　童　書

久恒辰博

伊坂幸太郎

高村薫

唯川東

宮本輝

ピアソン

梨木香歩

酒井順子

｢デジタルの仕事がしたい｣　　　　　杉山知之

｢もし大作曲家と友達になれたら｣イッサリース

｢さくらとじんべえ｣　　　　　　　　　　門倉暁

｢こおにと山んじい｣　　　　　　　　おのりえん

｢つりに挑戦｣　　　　　　　　　　　灰崎武浩

* ｢少年探偵　RANPO｣全26巻　江戸川乱歩

* ｢少年少女日本文学館｣全30巻　トロッコ･鼻はか

* ｢少年少女世界文学館｣全24巻　　　三銃士はか

*の本は新しく入った本です｡貸出できます｡

■ヨ≡E旺正■

｢こねずみミコの
ママおきてあそばうよ!｣

ブリギッテ･ベニンガ一文

朝早くからママと遊びたいミ

コ｡ママとミコのゆかいなやり

とリかたのしい絵本｡

*新着図書の予約､展示は2日から7日まで｡貸

出は10日から｡約280冊の抜粋です｡

●■

●

●

●

●

●

●

●

●

㊨

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

▲1 1月16日(水) ､立花愛児園で防災･炊き出し訓練が

行われ､消防署員の指導の下､園児と保育士が消火訓練や

避難訓練に取り組みました｡炊き出し訓練では､園児たち

が園庭に集合し､塩にぎりと豚汁で災害時の食事を体験し

ました｡

▼11月3日(木･祝) ､第8回まつだ

産業まつりを開催しました｡晴天に恵

まれた今年､午後には販売物が売り切

れになるほど大盛況のうちに幕を閉じ

ました｡

▲l l月10Ej(木) ､松Ej小学校でl年生と老人ク

ラブ連合会との交流会が行われました｡物語の音読

や合奏､お年寄りの皆さんへの苗の遊びインタビュ
ー等の学習発表の後､ 1年生が収穫したサツマイモ

を使った給食を皆で味わいました｡

開
休
お

第
2
8
回
は
'
公
民
館
登
録
団
体
の

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
　
｢
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
｣
　
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
｡

当
サ
ー
ク
ル
は
､
　
｢
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
を
や
っ
て
み
た
い
｣
　
と
興
味
を

持
ち
集
ま
っ
た
子
育
て
仲
間
で
設
立

し
'
4
0
代
か
ら
和
代
の
7
名
の
会
員

が
所
属
し
て
い
ま
す
｡
設
立
当
初
は

先
生
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
､
3
年
ほ
ど
前
か
ら
会
員
が
共
に

学
ぶ
形
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
S
ま
す
.
月
に
2
回
へ
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
の
作
品
製
作
が
主
な
活

動
で
す
｡

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
は
､
1
 
8
世
紀
中

ご
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
室
の
室
内
装

飾
絵
画
と
し
て
始
ま
り
'
そ
の
後
移

民
と
共
に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
て
一
般

に
広
が
り
ま
し
た
｡
木
や
ブ
リ
キ
'

布
'
ガ
ラ
ス
な
ど
'
生
活
用
品
に
絵

を
描
く
こ
と
が
多
い
た
め
'
生
活
を

彩
る
ア
ー
ト
と
し
て
世
界
各
地
で
広

く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
｡

図
案
を
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー

に
書
き
写
し
'
そ
れ
を
木
や
ブ
リ
キ
､

布
な
ど
描
き
た
い
も
の
に
転
写
L
t

ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
塗
っ
て
い
く
の

で
'
絵
を
描
く
の
は
あ
ま
り
得
意
で

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

●

●

●

●

目
安
に
作
品
製
作
に
励
ん
で
い
ま
す
｡

毎
年
'
作
品
を
町
文
化
祭
に
出
品
す

る
の
で
'
『
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
く
か
ら
に
は
､
よ
り
良
い
作

品
を
作
ら
ね
ば
』
と
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
｡

お
互
い
の
作
品
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

合
っ
た
り
'
子
育
て
の
相
談
や
他
愛

な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
'
サ
ー

ク
ル
仲
間
と
過
ご
す
時
間
は
大
切
な

ひ
と
と
き
で
す
｡
こ
れ
か
ら
も
仲
間

と
一
緒
に
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
楽
し

み
な
が
ら
'
充
実
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

●

●

●

　

●

●

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○○●⑳◎●●●●■●●●

●

●

･
団
体
の
部

優
　
勝
　
沢
尻
チ
ー
ム

準
優
勝
　
店
屋
場
チ
ー
ム

〝

　

　

城

山

チ

ー

ム

纂
馨
簸
″
6
6
名
9
チ
ー
ム

1
 
1
月
6
日
　
(
日
)

酒
匂
川
町
民
親
水
広
場

･
中
学
生
個
人
戦

6
 
0
k
g
以
下
級
の
部

優
　
勝
　
飯
山
　
和
彦
(
中
2
)

は
な
い
と
い
う
方
で
も
気
軽
に
挑
戦
　
約⑳

で

き

ま

す

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

閑

塗
り
方
を
覚
え
て
し
ま
え
ば
'
そ
翻

れ
を
基
本
と
し
て
図
案
を
ア
レ
ン
ジ
　
的●

し
た
り
'
色
合
い
を
変
え
た
り
と
白
　
約●

分
好
み
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
る
　
約

こ
と
が
出
来
ま
す
｡
図
案
に
色
を
塗
…

り
重
ね
､
徐
々
に
立
体
的
な
作
品
と
　
綱○

し
て
仕
上
が
っ
て
い
く
過
程
は
'
奥
　
㈹

深

い

面

白

さ

が

あ

り

ま

す

｡

　

　

捌

こ
れ
ま
で
に
'
タ
オ
ル
掛
け
'
コ
　
鵬●

-
ス
タ
ー
'
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
'
壁
　
㈹●

飾
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
作
っ
　
鵬

て
き
ま
し
た
o
今
は
'
年
間
3
点
を
　
朋

大
将
　
中
村

副
将
　
小
宮

中
堅
　
村
山

次
鋒
　
小
宮

先
鋒
　
飯
山

一
成
　
(
小
6
)

佳
祐
　
(
小
6
)

遥
　
(
小
5
)

駿
平
　
(
小
4
)

雅
弘
　
(
小
3
)

･
小
学
6
年
生
男
子
の
部

準
優
勝
　
太
田
　
洗
嘩

※
寄
剣
道
ク
ラ
ブ
所
属

小
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館

･
小
学
生
団
体
戦

第
3
位
　
松
田
A
チ
ー
ム

1
 
1
月
1
 
3
日
　
(
日
)

1

0

6

名

場
　
所
　
山
北
町
体
育
館

1
 
1
月
3
日
　
(
木
･
祝
)

●

●

○
●

為

替

u

義
(
敬
称
略
)

･jr･
個
人
の
部

優
　
勝
　
永
田
和
昌
　
(
湯
の
沢
)

準
優
勝
　
吉
田
秋
男
　
(
沢
尻
)

〃
　
　
尾
崎
恒
雄
　
(
沢
尻
)

女
子
優
勝
　
山
口
益
子

(
か
な
ん
沢
･
中
里
)
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西平畑公園の催し物語晶冨喜=.gtd12.66-=3g呂

お正月飾り

扇をイメージしたシックな飾りに､お正月の花々をアレンジします｡

費用　3,500円(税込)

日時10時～(水曜日のみ13時～)

毎週水･木･金曜日(28-30日除く)と4･10･18日

12月17日～23日

｢第2回工房ギャラリー～あかり～｣開催!

クリスマスの夜を素敵に演出します｡普段は見ることの出来ない工房

からの夜景と､優しく灯る｢あかり｣をぜひ見に来てください｡

日時12月17日(土)～23日(金･祝) 17:00-20:00

曜 催　し　物

第71匡l　ミニたんけん日 9:30-ll:30

～植物の葉脈を使い､ ｢しおり｣をつくる｡

会場　自然館

対象　小･中学生･一般

申込み12月14日(水)まで､自然舘(℡82-7345)へ

参加者氏名･人数･電話番号をお知らせください｡

○今月の自然　～静電気の話～
セーターを脱ぐと､パテパチと音がする｡物と物がこすり合って

生ずるので｢摩擦電気｣と呼ばれ､物に留まっているので｢静電気｣

という｡日常使用している電気と変わりないが､専門家は｢動電気｣

と区別している｡

｢静電気｣の防止は手を洗うことで､電気は水を伝わり逃げるそ

うだ｡

曜 催　し　物 香

第1 47国たぐらが劇場｢年わすれ｣

●ミュージックベルであそばう

●冬至にちなんだお話やクイズ
●わらのリースをつくろう

材料費:100円　申込み:20人

手づくり広場｢ミニ門松｣

指導:井揮　善一郎さん　材料費:500円

展示コ-- ●工㍉､ -:i.ll:: I '1.辛:ll:-'li:L'.JI1十:):-'歪..I:.I.,, I:'1..: --

･お正月の折り紙(12月中旬から)

松田町民文化センター自主事業

｢中国雑技芸術団｣
公演

平成18年1月29日(日)午後2時開演

チケット代　2,000円(全席指定)

<問合せ>

松田町民文化センター
℡83-7021

町民文化センター大ITt-ル催し物IiBB3漂
鹿f 俐:B�しへ､■､ 冰ﾉZぺv��訂廟儀沫壕漁法 

4 鈴?｢�足柄吹奏楽愛好会 ��C｣���自由 ��ｹ[����Hｧ�HﾔH橙�
第20匡l定期演奏会 剴�"ﾓ�S�r�

目 侈yzy9(憙ﾋHﾘ(ﾕｨ�ﾈ�YB�14:00 俾冰"�
第36回定期公演 

※内容･入場券等は､主催者に直接お問い合わせください｡
※主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡なお､来

館には公共交通機関をご利用ください｡
※今月の休館日は､ 5 ･ 8 ･12･19･20･23･26･28-31日です｡なお､ 8日は消防設備

点検､ 20日は､電気点検及び館内消毒を行います｡

写真: 2階エレベーター壁(施工中) 11月22日撮影

法　　　律

◆9 :00-ll:00

7日(水)･1月19日(木)

町民文化センター

※先着6名まで

人権･行政
◆10:00-12:00

15日(木)町民文化センター

特別人権相談
◆10:00-12:00

6日(火)町民文化センター

出張年金相談
◆13:00-15:00

15日(木)役場1階町民室

保健絹間は受付時間)響

･ BCG接種

9日(金)13:00-13:20

保健センター

･すくすく育児相談

6日(火) 9:30-10:30

保健センター

･ 3歳児健康診査

14日(水) 12:50-13:15

保健センター

･ 3-4か月児健康診査

21日(水)12:50-13:15

保健センター

納税　　　｣

固定資産税(3期)
12月26日(月)

国民健康保険税(8期)
12月28日(水)

介護保険料(6期)
12月26日(月)

【聞合せ】

資産税班　　　℡83-1 224

国保年金班　　℡r83-1 225

介護･障害班　恐83-1226

※税金等のお支払いは､便利な
口座振替をご利用ください｡

ま進行中

戸籍の窓iB
10月16日から11月15日まで受け付けた方

※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　保護者　地　区
ゆうと

大森　優斗　浩二　沢　尻
もりと

中村　盛人　誠　　沢　尻
こうき

康瀬　燈貴　敏彦　谷　津
つきの

柳川　月音　信-　町　屋
まさき

山口　真輝　昌師　弥勤寺
ゆい

小橋　　唯　誠二郎　神　山
あいら

中村　愛桜　大樹　中　里

お悔やみ申し上げます

きよし

藤原　　清

久保カヨ子
まさよし

岡部　正義

辻村　ひさ

;泊 唏昱�(X��kﾊJB��* 俑��
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